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早生栗に多く見られる黒色実腐病の防除方法要望問題

【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】要望問題の内容

栗の黒色実腐病にたいする原因およびこの病気に対する有効な薬剤について検討願いたい。

①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内解決希望年限

①研究所対応 ②委託研究 ③共同研究 ④その他研究対応区分

①農業総合研究所（ ②根府川試験場 ③三浦試験場 ④津久井試験場 ）対応を希望す
⑤畜産研究所 ⑥水産総合研究所（ ⑦内水面試験場 ⑧相模湾試験場 ）る研究機関名
⑨自然環境保全センター

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。

農業総合研究所回答機関名

部 署：津久井試験場

①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可対応区分

（①、②、④の場合）試験研究課題名

対応の内容等

現在本病に登録のある薬剤はありません。果実への伝染経路としては枯死した枝幹部や小枝
からと考えられています。したがって、間伐や剪定により樹勢の回復を図り、枯枝などの罹病
部を除去、焼却するなど園内を清潔に保つことが重要と考えられます。
また、本病は早生種「出雲」を中心に、特に夏季が高温・乾燥の年に発生が多く見られる傾

向があります。気象条件や品種による発生の実態調査などに協力いたします。

①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内解決予定年限

備 考


